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苅田町青少年育成町民会議だより

ふれあヽ`コンサ表彰式及びふれあヽヽコンサート

9

■

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

み
ん
な
で
歌
お
う

●

二
月
十

一
日
、
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
で

「
み
ん
な
で
歌
お
う
」
を

テ
ー
マ
に
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
町
民
会
議
が
児
童
の
活
躍
と
ふ
れ

あ
い
の
場
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に

企
画
し
た
も
の
で
す
。

第

一
部
の
手
づ
く
リ
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
、
町
内
の
小
学
生
四
組
八
人
が

得
意
の
ビ
ア
ノ
や
た
て
笛
な
ど
を
披

露
し
ま
し
た
。

第
二
部
の
グ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は

町
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
か
ん
だ
少

年
少
女
合
唱
団

「
バ
ン
ジ
ー
」
や
シ

ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス
「銀
の
鈴
」
が
合
唱
。

続

い
て
ア
ン
デ
ス
の
民
族
音
楽
グ

ル
ー
プ

「イ
ン
テ
ィ

・
ワ
タ
ナ
」
が

「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
行
く
」
な
ど

を
演
奏
。
観
客
の
み
な
さ
ん
を
、
ア

ン
デ
ス
音
楽
独
特
の
音
色
で
魅
了
し

ま
し
た
。

第
三
部
で
は
ス
テ
ー
ジ
と
客
席
が

一
体
と
な
っ
て

「う
れ
し
い
ひ
な
ま

つ
り
」
な
ど
三
曲
を
合
唱
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
先
立
ち
青
少
年
健

全
育
成
ポ
ス
タ
ー
と
オ
ア
シ
ス
運
動

の
優
秀
作
品
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
（入
賞
者
は
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。）

泉彰式及び



変質者から

子ども達を

守るために

最近、変質者が町内にひんばんに現

われて、女子中学生や小学生に強引に

近づきます。変質者は乗用車や自転車

に乗り、大胆にも日中、住宅地に現わ

れ、複数の人物が別々に行動している

ようです。

苅田町青少年育成町民会議では、 2

月17日 、補導環境部会と生徒指導研修

部会が合同研修会を開きましたが、そ

の際に変質者対策について話し合いま

した。町民のみなさんにも次のことを

ご協力お願いします。

①町民一人ひとりが、子ども達を変質

者から守ることを常に心がけてくださ

②不審な車や人物を見かけたら車のナ

ンバーや人物の特徴などを覚えて、学

校や教育委員会へ連絡、110番通報など

をしてください。ご協力お願いします

③子ども達が助けを求めてきたら手を

かしてやってください。

④子どものいるご家族では「変質者か

ら身を守るためにはどうしたらよい

か」について必ず子どもと話し合って

ください。特に>女子の一人での外出、

夜間外出は危険ですから充分注意する

>下校時など人通 りの少ないところは

なるべ く避ける>さ そわれたり、道案

内を頼まれても車に乗ったりしない>

危険を感 じたり、不審な車や人物を見

たら近 くの人に知らせ、助けを求める。

苅田町、苅田町教育委員会、苅田町

青少年育成町民会議

小

・
中
学
生
と
保
護
者
が

「家
族
の

ら
ん
」
を
テ
ー
マ
に
発
表

家庭部会シンポジウム

平
成
八
年
十

一
月
二
十
三
日
、
北

公
民
館
で
、
苅
田
町
青
少
年
育
成
町

民
会
議
家
庭
部
会
主
催
の
家
庭
部
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。

（司
会

・
榎
憲

一
郎
社
会
教
育
指
導

員
）「
子
ど
も
の
願
う
も
の
～
家
族
の

団
ら
ん
や
共
通
体
験
を
積
極
的
に
す

す
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
の
小
中
学
生

の
代
表
八
人
と
保
護
者
二
人
が
発
表
。

「毎
日
会

っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
団
ら

ん
が
大
切
」
「平
■
の
す
れ
ち
が
い
が

多
い
の
で
、
日
曜
日
を
大
切
に
し
た

い
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
助
言
者
の
福
岡
県
教
育

庁
指
導
第
二
部
社
会
教
育
課
主
任
社

会
教
育
主
事

。
正
平
辰
男
さ
ん
が
、

庄
内
町
の
生
活
体
験
学
級
の
様
子
を

ビ
デ
オ
を
交
え
て
紹
介
。
会
場
に
集

ま
っ
た
約
二
百
人
の
参
加
者
は
、
興

味
深
い
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
者
は
次
の

方
々
で
す
。
（敬
称
略
）

来
宝
丈
宜
（苅
田
小
６
年
）奥
田
知
子

（馬
場
小
６
年
）大
浦

一
平
（南
原
小

６
年
）満
江
亮
（与
原
小
６
年
）大
石

麻
未
（片
島
小
６
年
）国
永
心
（白
川

小
６
年
）中
江
泰
子
（苅
田
中
２
年
）

益
田
兼
好
（新
津
中
２
年
）松
本
昭
雄

（苅
田
小
保
護
者
）蔵
内
喜
代
美
（新

津
中
保
護
者
）

ヽ″

山香町

町民会議を

研修視察

2

二
月
二
日
、
苅
田
町
町
民
会
議
は
、

大
分
県
山
香
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

山
香
町
は
町
ぐ
る
み
で
毎
年
充
実

し
た
青
少
年
の
育
成
事
業
を
行

っ
て

お
り
、
総
務
庁
か
ら
も
表
彰
を
受
け

て
い
ま
す
。

両
町
民
会
議
で
活
発
な
意
見
発
表

と
意
見
交
換
を
行
い
、
熱
気
に
満
ち

た
研
修
を
終
え
ま
し
た
。
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町民会議の 1年間
′

ヘノ

Cド
rヽ 惨

つ

のすこやかな成長
を

「

‐

3月 ■■■■

ノ月 健全育成講演会

●
―

_ヽ

0̂月

凧
づ
く
り
教
室

ふ

れ

あ

い

ウ

ォ

ー

ク

ラ

リ

ー

1月

■■■■

′月 ヽ_

いじめス トップ

キャンペーン

福
岡
県
子
ど
も
会
連
合
会
主
催

健
全
育
成
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

こ
の
ほ
ど
、
福
岡
県
子
ど
も
会
連

合
会
主
催
の
青
少
年
健
全
育
成
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。

町
内
小
中
学
校
か
ら
は
約
六
百
点
の

応
募
が
あ
り
、
次
の
方
々
が
入
賞
し

ま
し
た
。
（敬
称
略
）

●
福
岡
県
教
育
委
員
会
賞
　
川
野
佳

奈

（馬
場
小
４
年
）

●
福
岡
県
子
ど
も
会
会
長
賞
　
大
石

麻
未

（片
島
小
６
年
）

●
銀
賞
　
北
原
初
江
（苅
田
中
２
年
）

●
銅
賞
　
奥
村
和
之
（新
津
中
２
年
）

神
幸
希

（与
原
小
５
年
）
和
鳴
理
沙

（苅
田
中
２
年
）

●
佳
作
　
岩
永
健
大
（新
津
中
３
年
）

川
上
智
香

（新
津
中
１
年
）
島
田
あ

す
か

（苅
田
小
６
年
）
荒
尾
恵
利

（苅

田
小
６
年
）
田
部
か
な

（南
原
小
６

年
）
上
坂
早
織

（新
津
中
３
年
）
田

中
裕

（新
津
中
３
年
）
平
元
晴
美

（新

津
中
３
年
）
宮
城
奈
菜
美

（新
津
中

３
年
）
吉
井
美
香

（新
津
中
３
年
）

中
安
真
知
代

（新
津
中
３
年
）
木
村

昌
子

（新
津
中
３
年
）

※
以
上
の
方
は
二
月
二
十

一
日
、
福

岡
県
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
表

彰
さ
れ
ま
す
。

3

一， 一ｍ一　
　
　
〈
〓

い

て
ピ

‘
●
―

・１

１
，
，
●
〓
ヤ
ヽ

燎
腑“　
瞥

」

|

溝 縫 琴
磯
畷
會
覇
機

認

‐1,4.t畿、鐘鸞tこ誇されない
苅賞町鶯少年育茂弯 式 会議

颯
監
一
纂

tl

. , .1..

¨

一　

一

―

タ
‐議 _

).(鶴

´
鸞
鰺‐

苅

田

町

か

ら

１８
人

が

入

賞



れ
ヽ

′5ヽ い
dL‐

の

インタビュー

⑤

今
回
は
苅
田
工
業
高
校
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
顧
間
の
田
代
裕
二
教

諭
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

①
会
の
目
的
は

個
人
の
価
値
を
認
め
る
考
え
方
に

立
脚
し
て
家
庭
と
家
族
を
大
切
に
し
、

地
域
社
会
、
国
家
お
よ
び
世
界
の
問

題
に
つ
い
て
の
知
識
と
理
解
を
深
め
、

い
ろ
い
ろ
な
行
動
を
通
し
て
、
個
人

の
た
め
、
他
人
の
た
め
、
地
域
社
会

の
た
め
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

②
会
の
活
動
の
内
容
は

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
支
援
の
も

と
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
主
な
も
の
を
あ
げ
る

と
▼
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
韓

国
の
高
校
生
と
国
際
交
流
を
は
か
る
、

春
体
み
や
夏
休
み
を
利
用
し
て
の
韓

国
訪
間
▼
体
育
祭
や
文
化
祭
等
、
お

互
い
に
訪
問
し
あ
い
な
が
ら
理
解
と

友
情
を
深
め
て
い
く
北
九
州
盲
学
校

と
の
交
流
会
▼
た
く
さ
ん
の
お
年
寄

り
と
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
養
護
老
人
施
設

「自
川
園
」
訪
間
▼
阪
神
大
震
災
は
じ

め
歳
末
助
け
合
い
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
等
の
募
金
活
動
▼
早
朝
に
学
校

周
辺
の
ご
み
拾
い
を
し
た
り
、
町
内

の
地
域
清
掃
を
す
る
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
清
掃
等
の
清
掃
活
動
▼
町
の
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
連
絡
協
議
会
の
会
員
と
し

て
の
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加

Ｃ
会

の
現
況
は

現
在
部
員
は
十
二
人
で
、
毎
月
第

二
三
土
曜
日
の
午
後
、
町
内
の
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
も
交
え
、
今
ま
で
行

っ
て

き
た
活
動
の
反
省
や
感
想
、
こ
れ
か

ら
行
う
予
定
の
活
動
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
は

四
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
て
い
る

一
九
九
六
～

一
九
九

七
年
度
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
二
七
〇

〇
地
区
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
年
次
大
会

の
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
そ
の
会

を
成
功
さ
せ
よ
う
と
、
部
員

一
同
毎

日
遅
く
ま
で
準
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

「
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
」

に
入
部
し
て

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
部
長

（苅
田
工
業
高
校
機
械
科
二
年
）

幸
田
　
慎
司

僕
は
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
福
祉

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
と
い
っ

た
も
の
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

う
い
う
訳
で
苅
工
に
入
学
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
早
速
入
部
し
ま
し
た
。
入

部
し
た
当
時
は
た
だ

一
人
の

一
年
生

部
員
だ

っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
部

員
数
も
増
え
心
強
く
な
り
ま
し
た
。

入
部
し
て

一
番
感
じ
た
こ
と
は
他
人

の
た
め
に
何
か
を
し
て
あ
げ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
す
べ
て
自
分
の
た
め

に
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

二
月
に
先
輩
が
卒
業
し
て
い
っ
た
今
、

先
輩
の
後
を
引
き
継
い
で
、
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

苅田工業高校インターアクトクラブ

●相談日時 毎週月・水・木・金曜
(祝祭日を除く)午前 9時～午後 4時

30分

※相談は電話相談、面接相談のどち

らでも受け付けます。

※秘密 は固 く守 ります。

青少年教育相談室(三原文化会館内)
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おめでとう

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催

健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー

オ
ア
シ
ス
運
動
作
品
入
賞

健
全
育
成
ポ

ス
タ
ー
入
賞
者

〈
小
学
生
の
部
〉

▼
会
長
賞
＝
川
野
佳
奈

（馬
場
小
４

年
）
▼
教
育
委
員
会
賞
＝
山
下
ひ
と

み

（苅
田
小
６
年
）
▼
金
賞
＝
唐
仁

原
圭

（与
原
小
３
年
）
森
川
愛
弓

（与

原
小
５
年
）
▼
銀
賞
＝
神
崇
仁

（与

原
小
２
年
）
井
本
巴

（与
原
小
６
年
）

▼
銅
賞
＝
永
松
奈
美
（馬
・場
小
２
年
）

春
瀬
博

一

（与
原
小
４
年
）
▼
佳
作

Ｈ
島
田
健

一

（苅
田
小
６
年
）
金
丸

奈
央

（馬
場
小
２
年
）
己
斐
正
和

（南

原
小
５
年
）
塚
崎
由
里
子

（南
原
小

６
年
）
島
田
あ
す
か

（苅
田
小
６
年
）

白
川
千
明

（南
原
小
６
年
）
杉
原
正

恵

（馬
場
小
４
年
）
永
田
直
行

（苅

田
小
２
年
）
柳
田
あ
か
ね

（苅
田
小

６
年
）
福
島
徹

（馬
場
小
５
年
）

〈中
学
生
の
部
〉

▼
会
長
賞
＝
綾
奈
津
季

（新
津
中
１

年
）
▼
教
育
委
員
会
賞
＝
奥
田
美
由

紀

（新
津
中
３
年
）
▼
金
賞
＝
木
村

昌
子

（新
津
中
３
年
）
村
上
め
ぐ
み

（新
津
中
２
年
）
▼
銀
賞
＝
平
林
佳
子

（苅
田
中
３
年
）
福
井
真
理
子

（新
津

中
２
年
）
▼
銀
賞
＝
増
田
幸
子

（新

津
中
３
年
）
矢
野
七
枝

（新
津
中
２

年
）
▼
佳
作
＝
紙
谷
寛
美

（新
津
中

３
年
）
榎
奈
津
枝

（新
津
中
３
年
）

和
鳴
理
沙

（苅
田
中
２
年
）
井
ノ
ロ

円

（新
津
中
２
年
）
日
隈
菜
美

（新

津
中
２
年
）
川
上
智
香

（新
津
中
１

年
）
牟
田
望

（新
津
中
２
年
）
青
本

有
未

（新
津
中
２
年
）
浦
田
裕
子

（新

津
中
３
年
）
川
上
智
美

（新
津
中
３

年
）

岩
本
正
臣

（馬
場
小
３
年
）
双
原
利

沙

（馬
場
小
３
年
）
木
森
美
穂

（馬

場
小
３
年
）

〈作
文
の
部
〉

▼
銀
賞
＝
伊
森
か
ん
な

（南
原
小
６

年
）
▼
銅
賞
＝
松
蔭
恵
理
香

（南
原

小
６
年
）

〈
評
語
の
部
〉

▼
会
長
賞
＝
国
松
さ
ゆ
り

（与
原
小

２
年
）
▼
教
育
委
員
会
賞
＝
木
村
由

佳
里

（馬
場
小
４
年
）
▼
家
庭
部
会

賞
＝
神
幸
希

（与
原
小
５
年
）
▼
金

オ
ア
シ
ス
運
動
作
品
入
賞
者

〈ポ
ス
タ
ー
の
部
〉

▼
会
長
賞
＝
中
園
友
晃

（片
島
小
６

年
）
▼
教
育
委
員
会
賞
Ｈ
広
瀬
淳
基

（馬
場
小
３
年
）
▼
家
庭
部
会
賞
＝
徳

永
実
里

（馬
場
小
３
年
）
▼
金
賞
日

神
幸
希

（与
原
小
５
年
）
▼
銀
賞
＝

高
野
早
紀

（馬
場
小
３
年
）
▼
銅
賞

＝
江
島
奈
津
季

（馬
場
小
３
年
）
▼

佳
作
＝
木
浦
祐
子

（南
原
小
５
年
）

t

2月 11日 、ふれあいコン

サー トに先立ち健全育成

ポスターとオアシス運動

作品の入賞者を表彰 しま

した。入賞者は次のとおり

です。(敬称略)▲表彰式の様子

ヽ _

賞
＝
坂
本
智
美

（馬
場
小
４
年
）
▼

銀
賞
＝
森
川
愛
弓

（与
原
小
５
年
）

▼
銅
賞
＝
横
道
祥
大
（馬
場
小
４
年
）

▼
佳
作
＝
山
田
ゆ
か
り

（馬
場
小
４

年
）
下
窄
茜

（馬
場
小
４
年
）
堤
直

子

（馬
場
小
４
年
）
川
野
佳
奈

（馬

場
小
４
年
）
杉
原
正
恵

（馬
場
小
４

年
）
〈
習
字
の
部

・
１
年
〉

▼
会
長
賞
＝
ふ
じ
む
ら
な
み

（与
原

小
）
▼
教
育
委
員
会
賞
Ｈ
お
か
だ
た

く
や

（与
原
小
）
▼
家
庭
部
会
賞
＝

と
く
と
み
り
え

（馬
場
小
）
▼
金
賞

＝
な
か
の
る
み

（馬
場
小
）
灰
崎
昇

吾

（苅
田
小
）
▼
銀
賞
＝
お
が
た
あ

い
み

（自
川
小
）
▼
銅
賞
＝
よ
し
か

わ
ま
い

（南
原
小
）
▼
佳
作
＝
む
ら

か
み
な
お
や

（片
島
小
）

〈
習
字
の
部

ｏ
２
年
〉

▼
会
長
賞
＝
こ
う
た
か
ひ
と

（与
原

小
）
▼
教
育
委
員
会
賞
＝
し
げ
ふ
じ

だ
い
す
け

（苅
田
小
）
か
じ
わ
ら
ち

か
こ

（馬
場
小
）
▼
家
庭
部
会
賞
＝

古
市
ち
ひ
ろ

（与
原
小
）
▼
金
賞
＝

も
り
ぞ
の
た
ま
き

（南
原
小
）
▼
銀

賞
＝
ま
す
だ
た
け
る

（与
原
小
）
▼

銅
賞
＝
お
か
べ
せ
い
い
ち
ろ
う

（苅

田
小
）
み
や
に
し
め
ぐ
み

（馬
場
小
）

▼
佳
作
＝
あ
ん
ど
う
た
け
の
り

（自

川
小
）

〈
習
字
の
部

ｏ
３
年
〉

▼
会
長
賞
＝
上
畑
佳
大

（南
原
小
）

▼
教
育
委
員
会
賞
＝
藤
岡
良
成

（南

原
小
）
▼
家
庭
部
会
賞
＝
弘
中
亜
衣

（馬
場
小
）
ふ
る
と
も
さ
や
か

（苅
田

小
）
▼
金
賞
Ｈ
か
と
う
あ
い

（自
川

小
）
▼
銀
賞
Ｈ
そ
ら
の
し
ょ
う
こ
（自

川
小
）
▼
銅
賞
＝
寺
井
由
佳

（苅
田

小
）
後
藤
春
菜

（馬
場
小
）
▼
佳
作

＝
か
い
ゆ
う
な

（自
川
小
）

〈
習
字
の
部

ｏ
４
年
〉

▼
会
長
賞
＝
山
田
ゆ
か
り
（馬
場
小
）

▼
教
育
委
員
会
賞
＝
高
井
真
弥

（馬

場
小
）
▼
家
庭
部
会
賞
＝
山
村
晃
範

（苅
田
小
）
山
内
厚

（与
原
小
）
▼
金

賞
＝
中
晋
人

（与
原
小
）
▼
銀
賞
＝

八
木
ひ
ろ
し

（馬
場
小
）
▼
銅
賞
＝

本
村
由
佳
里

（馬
場
小
）
▼
佳
作
＝

進
あ
や
の

（南
原
小
）

〈
習
字
の
部

・
５
年
〉

▼
会
長
賞
＝
灰
崎
晃
二

（苅
田
小
）

神
幸
希

（与
原
小
）
▼
教
育
委
員
会

賞
＝
木
浦
祐
子

（南
原
小
）
▼
家
庭

部
会
長
同
時
末
里
香

（馬
場
小
）
▼

金
賞
＝
片
山
智
佳
子

（馬
場
小
）
▼

銀
賞
＝
辻
本
真
実

（苅
田
小
）
永
田

千
紘

（与
原
小
）
▼
銅
賞
＝
浅
野
さ

や
か

（南
原
小
）
▼
佳
作
＝
今
田
智

子

（苅
田
小
）

〈
習
字
の
部

・
６
年
〉

▼
会
長
賞
Ｈ
大
森
尚
在

（馬
場
小
）

▼
教
育
委
員
会
賞

＝
宮
崎
美
智
子

（苅
田
小
）
内
田
明
日
香

（与
原
小
）

▼
家
庭
部
会
賞
＝
星
野
友
美

（与
原

小
）
▼
金
賞
＝
河
野
な
ぎ
さ

（南
原

小
）
▼
今
井
理
恵

（苅
田
小
）
▼
銀

賞
＝
守
直
子

（馬
場
小
）
▼
銅
賞
＝

井
本
巴

（与
原
小
）
▼
佳
作
＝
宮
田

万
梨
子

（苅
田
小
）
中
村
佳
代

（自

川
小
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５



青
少
年
教
育
相

談

Ｑ

＆
Ａ

学
校
に
お
け
る

「
い
じ
め
」
が
相

変
わ
ら
ず
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ

て
い
ま
す
。
苅
田
町
青
少
年
育
成
町

民
会
議
で
は

「
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
」

を
め
ざ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

町
民
会
議
は
青
少
年
の
非
行
防
止

と
健
全
育
成
を
大
目
標
に
し
て
実
践

活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
い
じ
め

ス
ト

ッ
プ
は
当
面
す
る
重
要
課
題
で

あ
る
の
で

「
い
じ
め
ス
ト

ッ
プ
」
を

平
成
八
年
度

の
重
点
目
標
に
し
ま
し

た
。
ｏ
平
成
八
年
六
月
二
十
八
日

「
い
じ

め
防
止
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

「
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
会
員
全
員
で
取
り
組

む
体
制
を
つ
く
り
ま
し
た
。

ｏ
九
月
を

「
い
じ
め
ス
ト

ッ
プ
強
調

月
間
」
と
定
め
次
の
よ
う
な

″
い
じ

め
ス
ト

ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
″
を
実

施
し
ま
し
た
。
▼
い
じ
め
ス
ト

ッ
プ

を
呼
び
か
け
る
け
ん
垂
幕
や
横
幕
、

看
板
を

つ
く
り
掲
示
し
ま
し
た
。
▼

広
報
車
に
よ
る
町
民

へ
の
呼
び
か
け
、

パ
レ
ー
ド
に
よ
る
街
頭
啓
発
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
際
、
啓
発
チ
ラ
シ
や

啓
発
物
品
を
配
布
し
て
、
い
じ
め
防

上
の
徹
底
を
図
り
ま
し
た
。

ｏ
平
成
九
年

一
月
二
十
七
日
、
い
じ

め
を
な
く
す
県
民
の
集

い
に
代
表
者

が
参
加
し
ま
し
た
。

ｏ
町
民
会
議
主
催
の
講
演
会
や
研
修

会
で
は

「
い
じ
め
」
と

「登
校
拒
否
」

の
問
題
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

平
成
八
年
七
月
二
十
日
の
講
演
会

で
は

「
子
ど
も
と
共
に
こ
こ
ろ
を
育

む
親
子
関
係
」
と
題
し
て
、
い
じ
め

と
登
校
拒
否
の
問
題
を
と
り
あ
げ
講

師
に
は
九
州
大
学
健
康
科
学
セ
ン

タ
ー
の
藤
原
勝
紀
教
授
を
招
き
ま
し

た
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
家

庭
の
「団
ら
ん
」
「共
通
体
験
」
を
テ
ー

マ
に
親
と
子
ど
も
が
話
し
合
い
を
し

ま
し
た
。
家
族
の
団
ら
ん
や
共
通
体

験
は
、
い
じ
め
防
止
と
深
く
か
か

わ

っ
て
い
ま
す
。

ｏ
ふ
れ
あ
い
を
重
視
し
、
子
ど
も
自

身
が
活
動
す
る
事
業
の
開
発
に
つ
と

め
ま
し
た
。
新
規
事
業
と
し
て

「
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
気
軽
に
参
加
し
て
音
楽
を
楽

し
み
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
も
の
で
す
。

約
二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
外
に
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
行

事
と
し
て
は
▼
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク

ラ
リ
ー
▼
オ
ア
シ
ス
運
動
▼
凧
作
り

教
室
▼
凧
場
げ
カ
ー
ニ
バ
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

◆

町
民
会
議

で
は

一
人
で
も
多
く

の

方
が
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

多
く

の
方

の
参
加
に
よ

っ
て
、
子

ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い
が
深
ま
り
、

心
が
通
じ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
と
思

う

の
で
す
。

「
い
じ
め
」
を
な
く
す
た
め
に
、

今
、
大
切
な
こ
と
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

◆

▲

A

Ｌ
ｖ

さゞ

¨

ナ
【

ノ
ヽ用

“
＝
■
乗
「

か
」

福 岡 県 立

ふ れ あ いの
ふれあいの家は豊かな自然環境の中で

の野外活動や多様な学習を通 して、健全

な青少年育成のために設置された、宿泊

もできる研修施設です。

●利用できる人 原則 として 5入以上の
団体で、指導者または責任者がいる場合

に利用できます。

●利用手続き ①利用申し込みについて
は、直接各施設に電話でお願いします。

申し込み者が多い場合には先着順で利用

者を決定します。②電話で申し込んだ後、

できるだけ早 く利用申込書を提出してく

、_ ださい。利用申込書は、各教育事務所、
触れ合いの家、または役場社会教育課に

用意しています。③申し込みの受付は、

4ヵ 月前に当たる月の初日から行います。

④利用を取り消す場合や人数 。日程など

に変更がある場合は、早目に連絡してく

ださい。

●食事 食事は各自で準備してください。
(調理用具や食器類は準備しています。)

●必要な経費 宿泊料金・施設設備の使
用料については無料です。ただし、シー

ツのクリーニング代 (1人 140円程度)が

必要です。

●ふれあいの家の所在地と電話番号

>ふれあいの家北九州=北九州市八幡東

、′ 区帆柱町 7丁 目皿倉 (a093-662-5668)
>ふれあいの家南筑後=八女市大字山内

1268-9(80943-22-7087)>ふ れあいの

家北筑後=浮羽郡田主丸町大字森部
1299-2(809437-3-3337)>ふ れあいの

家京築=築上郡大平村大字下原2334(a
0979-72-4657)

※ くわ しくは、各ふれあいの家まで。

Ci)ミマセン
デシタ

@vnrc
」ザイマス

⑫ツレイ
〈
編
集
後
記
〉

町
民
会
議
の
行
事
も
あ
る
程
度
、

町
の
み
な
さ
ん
に
定
着
し
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
凧

揚
げ
大
会
の
よ
う
な
戸
外
で
活
動
す

る
行
事
を
開
い
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
視
点
を
変
え
て
、
家
庭
部
会

が
第

一
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
き
ま
し
た
。
学
校
や
家
庭
で
音
楽

に
親
し
ん
で
い
る
児
童
が
、
中
央
公

民
館
に
集
ま
り
、
ピ
ア
ノ
や
笛
の
演

奏
を
披
露
。
参
加
者
全
員
で
合
唱
す

る
な
ど
、
み
ん
な
で
楽
し
め
る
手
づ

く
リ
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
誰
も
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
行
事
を
、
今
後
も
開
催
し
て

い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
（Ｓ

・
Ｎ
）

編
集

。
発
行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

総
務
部
会
す
こ
や
か
編
集

８
４
３
４
１
１
１
１
１
内
線
３
９
０

シマシ

0)ヽ 3ウ

」ザイマス

みんなでやろう

オアシス運動
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